
千葉県央三市における水景施設の施設と管理のあり方に関する研究 

 

千葉工業大学  学生員 ○石原 章憲 

千葉工業大学  学生員  大橋 正弘 

千葉工業大学  学生員  箕箸さやか 

千葉工業大学  正会員  篠田  裕 

 

１．はじめに 

水辺または水環境は，心のうるおい，精神的な豊

かさを求める人間生活，地域景観の向上，地域の微

気象の緩和に重要である．そのため近年，水辺空間

を緑化したり水辺に親しみやすくするために多くの

場所で，水と親しむこと（親水）を目的とした人工

の水関連施設の水景施設が取り入れられている． 

しかし，水景施設の実態把握に関する調査がほと

んど実施されていない．本研究では，水景施設の施

設と管理のあり方について調査を行う．具体的には

水景施設を独自の調査項目に基づいて調査し，現状

を把握する．調査により現状を把握した水景施設が

抱える課題を抽出し，それらの課題を分類・整理し

て，改善策を考察・提案し，より良い水辺空間の形

成を目的とする． 

 

２．調査方法 

〔１〕調査対象地域 

 

図－１ 調査対象地域 

千葉工業大学が所在する習志野市を中心に，隣接

する船橋市，千葉市の三市（図－1）に点在する水景

施設を調査対象施設とした．習志野市 12 ヶ所，船橋

市 17 ヶ所，千葉市 37 ヶ所の計 66 ヶ所である． 

 

〔２〕調査項目 

水景施設の位置（所在地） 

  管理者（県，市，民間） 

管理形態（日常点検，巡視，清掃，植栽管理） 

水域の面積，形態，水深，水源，水質（透視度， 

COD，アンモニウム，硝酸，亜硝酸，りん酸） 

水の循環の有無 

周辺環境（郊外，都市部） 

地域住環境（地域住民，NPO の存在等） 

アクセスの難易度（交通） 

安全対策・伝説・歴史 

 

〔３〕調査手順 

①水景施設の所在を把握するため，千葉市，船橋

市および習志野市の市役所を訪問し，水景施設

リストを作成する． 

②リストを元に，現状把握のための現地踏査を行

う．併せて，リスト外の施設の発見． 

③現地踏査により得た情報から，水景施設の 12 形

態（表－1）に分類し，調査項目表の作成． 

④調査項目表に基づいて，現地調査を行う． 

 併せて，パックテストによる水質検査を行う． 

⑤市役所を訪問し，管理形態などの詳細について

ヒアリング． 

⑥課題の抽出． 

⑦課題の分類および課題整理． 

⑧課題に対する改善策の策定．
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３．水景施設が抱える課題 

〔１〕親水施設の課題 

・藻などが発生するために，滑りやすくなる． 

・子供が中に入って遊ぶので，水質の維持が必要． 

・特別な安全対策がとられていない． 

〔２〕修景施設の課題 

・修景施設だが，子供が中に入って遊んでいる． 

・修景施設のために，周囲を柵で囲うことができな

い． 

・噴水が機能していない施設が多い． 

・植栽の管理がなされず，荒れ放題になっている． 

〔３〕自然観察施設の課題 

・周辺環境の変化による動植物の保護が必要． 

・白井小学校が整備したビオトープが放置状態． 

・蓮池は，夏場は綺麗だが，時期を過ぎてしまうと

荒れてしまう． 

〔４〕共通の課題 

・管理者(市役所)が，水景施設の現状を十分に把握

できていない． 

・公園管理事務所がある公園の管理は行き届いてい

るが，管理事務所のない公園は，管理の行き届い

ていない所がある． 

・清掃が不十分なために，施設の汚れが目立つ． 

・事故などが起きた時に，責任の所在，誰が責任を

負うのかなど，安全対策が考えられていない． 

・予算削減のために，植栽管理や点検などの回数を

減少させる傾向が強い． 

・公園管理にコストがかかり，予算を圧迫している． 

４．改善策 

・管理者が水景施設の現状を把握する必要がある．

それにより，維持・管理の的確な対策をたてるこ

とができる． 

・管理者だけで維持・管理を行うのではなく，PTA，

町会など，市民協働参加で行うことにより，利用

者の要望に応じた管理を行うことができる． 

・安全対策の一つの方法としては，親水・修景施設

の設計時に，水深を深くとらない． 

・市民－特に小学校低学年など－の参加により，環

境学習に役立つ．それが，柵で施設を囲うだけで

なくソフト面での安全対策になる． 

 

５．まとめ 

 水景施設の調査を進めた結果，水景施設に限らず

管理者が公園施設の現状を把握しきれていない部分

があり，適切な管理に結びつくことがなく．荒れ放

題になっている公園もあった．さらに今後，行政の

予算削減により植栽管理や点検などの回数も減少す

ることになり，維持・管理が難しくなってきている

傾向があることが分かった． 

 今後は，市役所や管理者と連携して，水景施設や

公園周辺の微気象などを調査し，どのような効果が

あるかを調べ，水景施設や公園の維持・管理の必要

性を検討すべきだということが分かった． 
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